
私達は 人々の健康に貢献します
私達は こころの笑顔を大切にします

東和薬品グループは、優れた製品とサービスを創造することによって、人々の健康に貢献します。

そして私達の企業活動を通して、

患者様、医療関係者の皆さま、地域社会をはじめとするすべての方々にこころから喜ばれ、

求められる企業を目指していきます。

健康に貢献するすべてのものを通じて
こころの笑顔を支える

人々の健康こころの笑顔

「こころの笑顔」を実現する東和薬品
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東和薬品の価値創造
17　特集1　�海外事業の拡大と、グローバルな製造 

強化に努めてまいります

18　特集2　�グローバル基準に基づく品質管理と 
信頼性向上に注力してまいります

19　東和薬品の価値創造プロセス

21　東和薬品を取り巻く外部環境

22　東和薬品の資本

23　東和薬品の強み

25　中期経営計画

事業を支える基盤
34　東和薬品のサステナビリティ

35　環境

38　社会

43　ガバナンス

47　リスクマネジメント

48　リスク情報

50　コンプライアンス

51　社外取締役メッセージ

52　役員紹介

財務・企業データ
53　11ヵ年財務サマリー

55　�経営者による財政状態、経営成績および 
キャッシュ・フローの状況の分析

57　企業データ

I N D E X

東和薬品統合報告書は、株主・投資家をはじめとするステークホルダーの皆さまに、当社グループの企業価値向上に向けた
取り組みをお伝えすることを目的に発行しています。特集では、海外事業のシナジーと、信頼性確保に向けた取り組みを
掲載しています。価値創造プロセスとトップメッセージにおいては当社の価値創造ストーリーと第6期中期経営計画2024-
2026「PROACTIVE Ⅲ」についてご説明しています。ステークホルダーの皆さまのご意見やご関心にお応えできるよう
掲載内容の充実に努めてまいります。
忌憚のないご意見を賜りますようお願いいたします。

東和薬品グループ連結（一部、国内連結・単体の数字を含む）

2024年3月期（2023年4月～2024年3月） ※財務情報は2024年3月末時点。一部2023年3月以前、2024年4月以降の取り組みも報告しています。

IFRS財団 国際統合報告フレームワーク　　経済産業省 価値協創ガイダンス2.0

当報告書の記載内容のうち、歴史的事実でないものは将来に関する見通しおよび計画に基づいた将来予測です。これらの将来
予測には、リスクや不確定な要素等の要因が含まれており、実際の成果や業績等は記載の見通しとは異なる場合があります。

編 集 方 針

対 象 範 囲
対 象 期 間
参照ガイドライン
見通しに関する 
注 意 事 項

企業理念
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　いま、国内ジェネリック医薬品業界は大きな変革

期にあります。2025年には約140兆円にまで膨れ

上がると予測される日本の社会保障費への対策と

して、2000年代初めから国がジェネリック医薬品

の使用促進を進めた結果、その使用割合はすでに数量

シェアの目標値である80％を達成しています。一方、

2020年に発覚したジェネリック医薬品企業におけ

る品質問題を起因とした一連の供給不安により、

ジェネリック医薬品や業界に対する信頼は低下しま

した。2023年6月に閣議決定された「経済財政運営

と改革の基本方針（骨太方針2023）」には「医療上

の必要性を踏まえた後発医薬品をはじめとする医薬品

の安定供給確保、後発医薬品の産業構造の見直し」

の強化を図ることが記され、同年7月から「後発医薬品

の安定供給等の実現に向けた産業構造のあり方に

関する検討会」で産業のあるべき姿について議論が

進められています。

　当社グループの国内ジェネリック医薬品事業におい

ては、前中期経営計画に基づき、数量シェア80％に

向けた増産体制の構築に取り組んできました。2018

年に山形工場の第二固形製剤棟を稼働させ、大阪

工場・岡山工場と合わせ2021年度には年間120

億錠の生産能力を当初計画通りに確保しました。

しかし、業界全体として安定供給が果たせないという

異常事態が起こり、将来的な計画であった山形工場 

第二固形製剤棟への追加設備投資を前倒しで行い、

プラス20億錠となる140億錠の生産体制を整え、

さらに同工場 第三固形製剤棟を2023年11月に完成

させ、2024年4月より稼働を開始しました。2026

年度には3工場の年間生産能力175億錠が実現する

予定です。山形工場 第二無菌製剤棟の建設により、

液剤や凍結乾燥製剤の生産能力の増強も行い、さら

なるハード面の拡充を図っています。

　ソフト面においては、生産効率向上のための自動化、

省人化の設備およびシステムの導入などスマート

ファクトリー化も進めています。自動化による生産効率

健康の先の未来を見据え、
新しい時代へ挑戦

代表取締役社長　吉田 逸郎

ジェネリック医薬品業界の変革期に
社会的使命を果たす生産体制へ

TOP MESSAGE
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『 A C S  O m e g a 』に掲 載されました。この成 果は

製剤等へのニトロソアミン類混入リスク評価および

品質向上に大いに貢献すると期待されています。

　他にも、水なしでも口の中で溶けて飲みやすいOD

錠（口腔内崩壊錠）や、苦みをマスキングする技術、

医師や薬剤師が判別しやすい薬剤印字等があります。

当社グループの付加価値製剤技術の代表的なもの

として「RACTAB（ラクタブ）」技術が挙げられますが、

これは服用しやすい崩壊性と、普通の錠剤同様に取り

扱える硬さを両立した独自の製剤技術です。ニトロ

ソアミン類の生成メカニズム解明や「東和品質」が

有する付加価値は、世界の人々の悩みや医療課題の

解決に貢献するものと自負しています。

　当社グループのグローバル化の目的も、付加価値

の高い東和薬品の製品を広く世界に提供すること

です。各国や地域では医薬品等の品質、有効性および

安全性の確保等に関する法律が異なり、その基準や

考え方も常に更新されていきますが、そうした世界

の 情 勢 が 共 有できることも重 要 なシナジ ー 効 果

であり、新興国などのこれから需要増が期待される

新たな市場に対し、イノベーション創出で貢献する

チャンスも広がっています。

　グループ全社が力を合わせて安定供給に取り組む

中、新たなシナジー効果も生まれています。当社の

連結子会社であるTowa Pharma International 

Holdings, S.L.傘下のTowa Pharmaceutical 

Europe, S.L.がスペインで運営するマルトレージャス

工場において、日本で販売するエソメプラゾールカプ

セル10mg/20mg「トーワ」の製造を開始しています。

同工場はEMA（欧州医薬品庁）やFDA（アメリカ食品

医薬品局）の基準に準拠した製造拠点で、2024年2月

に新たに日本国内向けの製造販売承認を取得しま

した。大型造粒機を用いた大量かつ効率的な生産力を

強みに欧米の市場に製品を提供してきた同工場が、

日本市場に向けた製品を製造することで、グループとし

ての生産バックアップ体制だけでなく、現在課題となって

いる国内の安定供給へ向けて大きく前進しています。

　また、グループ各社の技術を活かした共同開発など

さらなる連携強化を進めています。シナジー効果が

期待できる分野としては、グループ会社である三生

医薬株式会社およびグリーンカプス製薬株式会社が

有する最先端の製剤技術・カプセル技術があります。

三生医薬株式会社には原薬の弱点をカバーした処方

の多様性により、どんな成分でも配合できる可能性を

秘めている「ユニオーブ®」という独自技術や、製品設計

の自由度が高くつなぎ目なしのシームレスカプセルなど

に強みがあり、その製造キャパシティの増強も図って

います。こうした多彩な技術と東和薬品の製剤技術を

融合する研究開発を進めており、イノベーション創出へ

つなげていくことを目指しています。

　 新 たな 製 品 開 発 や 研 究 は 全 て「 東 和 品 質 」に

基づいて行われます。「東和品質」とは、世の中に要望・

必要とされ、当社グループが持つ最新の技術で改良・

改善を重ね続けることで、その時代の最新・最高の

ものに更新する製品づくりのことを指します。例え

ば、発がん性が懸念されているニトロソアミン類の

生 成メカニズム解 明や分 析 法の開 発に積 極 的に

取り組んでおり、その研究成果は米国化学会学術誌

「東和品質」で生まれるシナジー効果で
多彩なイノベーション創出を目指す

　当社グループは2024年度に「第6期中期経営計画

2024-2026 PROACTIVE Ⅲ」をスタートさせました。

を基本方針に据えました。

　第6期中計はサブタイトルとして「新たなステージに

向けた挑戦」を掲げ、グループ全社は、これからの医療

体制に適応した健康関連事業の創出に積極的に取り

「新たなステージに向けた挑戦」を掲げ
第6期中期経営計画スタート

国内ジェネリック医薬品事業の
新たなステージに向けた進化

1

2
新規市場・新規事業の基盤確立と
グループシナジーの実現

3
持続的成長を支えるサステナビリティ経営の
強化と基盤の整備

TOP MESSAGE

や増産体制を強化するだけでなく、工場で働く人々の

負担を減らし、働き方を改善・向上させることも大きな

目的です。スピーディかつ正確な作業は機械やAIが

担い、人はさらなる効率化や企画・アイデアを考え、

また高度な判断を担うなど、働きがいを持って仕事に

臨める環境へと進化させていきます。こうした施策は

拡張した山形工場を皮切りに、随時岡山工場や大阪

工場への展開を進めていきます。

　製造管理および品質保証体制においては、全ての

工場でGMP三原則を遵守した手順で製造し、常態的

な教育訓練により、一人ひとりが品質に対する高い

意識を持って働いています。より厳しい品質保証体制

を構築するために国際基準のPIC/S GMPやICH

ガイドラインも積極的に取り入れ、人為的な誤りを

徹底排除する体制を構築しています。また、安定供給

体制の維持・強化のため、原薬の複数購買や製造所

の監査等を推進し、グループ全体として原薬製造から

製剤製造、物流、販売に至るまで、ガバナンス強化と

コンプライアンスの浸透に向けた取り組みを行って

います。あわせて、すでに運用しているMES（製造

実行管理システム）やLIMS（試験情報管理システム）

に加えて、マスターコントロール社のQMS（品質管理

マネジメントシステム）を導入し、製造管理・品質管理

のさらなる向上を目指します。

　市場動向や将来の見通しを常に全社で共有し、社会

インフラとしての役割を果たすため、安定供給や品質

管理を自分たちが中心に担うという大きな使命感を

持ってこれからも取り組んでいきたいと考えています。

組み、「『健康長寿社会』に対応した、医療から未病

のケア・予防までカバーする未来への実現」を重要課題

として認識し、「人々の健康に貢献する」という企業理念

に基づき、新たな技術の獲得および新しい知見や技術

との融合を図ります。これからの医療体制に適応した

健康関連事業の創出に積極的に取り組んでまいります。

　「新たなステージ向けた挑戦」の鍵を握るのはイノ

ベーションの創出です。当社グループでは、「製品総合

力No.1の製品づくり」による技術イノベーションと製品

価値の創出に取り組み、「地産地消」のモノづくりを

理想に掲げています。その理想に一歩ずつ近づいている

のが、安全性の高い連続フロー精密合成技術の研究

開発です。原薬製造において環境に優しい次世代の製法

となるフロー合成は、環境負荷の低減（グリーンケミス

トリー）やコンパクトな自動工場でできることから、日本

の産業競争力向上に大きく貢献する技術です。現在、

中間体の合成において複数の候補品をもとに開発を進め

ていますが、その品目を増やすと同時に、出発物質から

合成できる技術を確立することを目指しています。この

高度な技術力を国内で育て、それを支える人材を育てる

ことで、国が政策として進めるサプライチェーンの強靭化

や国力向上にも大きく貢献できると考えています。

　技術イノベーションには他にも、苦味がなくて飲み

やすい薬を開発するための原薬球形晶析を含む分子

制御技術に関する研究や前述のニトロソアミン問題

への挑戦、iPS創薬によるドラッグ・リポジショニング

など、患者さんへの付加価値の提供や社会課題への

挑戦、グループ会社のシナジーを含めた新規技術の

追求を推進していきます。原薬球形晶析を含む分子

制御技術に関しては、数年後に上市できることを目指

しています。ドラッグ・リポジショニングは、安全性と

体内動態が実績によって既に確認されている既存薬か

ら、新たな薬効を見つけ出し、実用化につなげていこう

という研究で、iPS細胞による候補物質の選定を終え、

臨床試験を進めています。新薬開発で最も時間と費用

がかかる安全性の臨床データがすでに担保されている

ため、有効性が確認できれば効率良く市場に多彩な薬

を提供することが可能となります。薬価の関係から新薬

メーカーが消極的なこの分野は、ジェネリック医薬品

メーカーが果たす役割は大きいと考えています。
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変化を感じ取り、新たな価値を生み出すことができ

ます。これからDX化やAI（人工知能）が仕事に浸透して

いく中、作業の多くはデジタル技術に置き換わります。

人の役割は働きがいを感じながら自らと会社を成長

させることです。

　生産現場ではそれをサポートする仕組みとして「業務

フロー」「エキスパート制度」を設けています。「業務

フロー」は製品ごとの一連の業務の流れをデータ化し

タブレットで常に確認することで、社員一人ひとりが

自らの役割や発生しやすいミスが明確になり、効率化

や改善点を自ら考えるようになる仕組みです。「エキス

パート制度」は作業や機械を熟知し、自ら効率化を

進めて高い生産性を持つ社員を評価する制度です。

どちらの施策においても、全ての社員に対し原価を

意識することを教育しています。原価に対する自らの

生産性を考えて働くことでモチベーションが明確に

なり、会社もそれを公正に評価することができます。

常に眼前の目標や自らの将来のキャリアを見据え、

その実現に向けて主体的・計画的に行動することが

働きがい向上につながります。

　また、地球環境や社会への配慮を強化したサステナ

ブル経営を推進するため、2022年4月に環境安全管理

部を新設し、グループ全体の環境と安全を一体的に

管理運営し、社員および地域社会の環境と安全のさら

なる向上を目指しています。気候変動が自社の事業

活動や収益等に与える影響については、TCFDの提言

に基づき自社事業活動を対象としたシナリオ分析や温暖

化ガス排出量削減施策の検討を進めながら情報開示に

努めてまいります。こうした取り組みを「グリーン・サス

テナブル・ケミストリー」産業の立ち上げにつなげ、日本

の産業競争力の向上にも貢献したいと考えています。

れることにより、心底（しんそこ）から湧き上がるよろ

こびが笑顔としてあふれてくる様（さま）を表します。

あるべき姿は「いつの時代でも、どの地域でも、その

地域に住んでいる人々に必要とされ、必要とされる

製品・サービスを提供する会社であり続ける」ことです。

　その理念をグループとして体現するシンボリックな

取り組みとして、「東和薬品グループ百年計画」があり

ます。そのひとつとして「モンゴルでの甘草（かんぞう）

栽培」への挑戦を2014年より始動しています。モンゴル

では有限である地下資源の採掘による国土の砂漠化

やそれによる気候変動が大きな課題となっています

が、それが国の経済を支える重要な産業でもあります。

　そこで、当社はモンゴルに自生し、食品、化粧品だけ

でなく医薬品の原料としても使用視される「甘草（かん

ぞう）」に着目しました。計画的に甘草を栽培し、収穫

物を販売し、その種で新たに甘草を栽培するという

無限の緑の資源を活用することができれば、持続可能

な開発としてひとつの産業が発展し、モンゴルの人々

の暮らしを向上させ、「こころの笑顔」を増やすことに

つながるのではないかと考えました。また、甘草栽培に

よるCO2 削減や土地の砂漠化抑制、黄砂の大気拡散

抑制にも貢献できると考えています。

　2014年から現地の状況把握をスタートさせ、2017

年にモンゴル東部のヘンティー県ヘルレン郡に約

1,000ヘクタールの土地を確保しました。コロナ禍に

取り組みが停滞したものの、2021年9月には甘草の苗

600個を試験的に植え付け、2023年にはヘルレン

郡長からの賛同も得て、契約を締結した100人の地域

住民の皆さんに、試験栽培として甘草の育苗や栽培に

積極的に参加いただき、地域と一緒になって活動を

進めています。この取り組みは地域住民の方からも

大変ご好評をいただいている状況です。現在は苗を

土地の一部に移植し、発芽や生育の状況を観測してい

ます。甘草は施肥から収穫までが約7年周期と長く、

広大な土地での栽培も一筋縄ではいかないため、段階

的に栽培面積を拡大し収穫できるように計画してい

ます。現在空いている土地には、モンゴルの厳冬に備え

た家畜の餌にするための牧草を植えるなど、広大な

土地を有効に活用しています。

　今後のマイルストーンとしては、2026年に本格的な

栽培をスタートさせ、当社の創業80周年の2031年には

甘草販売の開始、同100周年の2051年に濃縮エキス

を加工する工場の稼働開始を目指しています。この

事業がモンゴル国内で自立経営できるよう注力し、

将来的に原薬への加工や輸出といった事業領域の

拡大につながれば、地域社会や地域経済の活性化と

して大きな意義を持つ取り組みになると期待してい

ます。グループ全社が、人々のこころの笑顔のために、

地域や時代を超えて、人々に必要とされる製品・サー

ビスを提供する会社であり続けるための象徴として、

この事業を続けていきたいと考えています。

　当社グループは多彩な健康関連事業を通じて人々の

「こころの笑顔」をかなえられるよう、これからも日本

および世界中に展開していくことに努めてまいります。

引き続き皆さまのご支援を賜りますよう心よりお願い

申し上げます。

　第6期中計の基本方針のひとつである「持続的成長

を支えるサステナビリティ経営の強化と基盤の整備」に

ついては、「働きがいのある環境づくりと人財育成」が

重要な源泉です。社員一人ひとりが企業理念のもとに

働きがいを感じながら事業を展開することで社会の

持続的成長を支えるのは
働きがいのある環境づくりと人財育成

　当社グループの根本的な考え方、あるべき姿の基本

は「私達はこころの笑顔を大切にします」という当社

グループの企業理念に基づきます。「こころの笑顔」と

は、身体が健やかで、こころが満ち足りた状態でいら

モンゴルの人々に「こころの笑顔」を
地域産業創出への挑戦「百年計画」

TOP MESSAGE

　「『健康長寿社会』に対応した、医療から未病の

ケア・予防までカバーする未来への実現」という重要

課題への挑戦として展開を進める新たな健康関連

事業では、TIS株式会社が提供するクラウド型地域

医療情報連携サービス「ヘルスケアパスポート」を協業

販売し、国が2025年を目途に構築を目指す「地域

包括ケアシステム」の実現に貢献しています。

　「地域包括ケアシステム」は、ビッグデータ等の先端

技術により医療従事者と生活者が容易に情報共有し、

医療従事者の適切で効率的な診療・介護や、生活者の

健康増進を可能にするプラットフォームづくり（病院・

薬局・介護施設等の各施設におけるデータの連携や

共有）を基本としています。

　当社は、個人の健康情報（PHR：パーソナル・ヘルス・

レコード）や電子医療健康記録（EHR：エレクトリック・

ヘルス・レコード）を活用した「ヘルスケアパスポート」を

中心に「エクサ・ポート」構想の実現に取り組んでいます。

これは、病気になる前（未病）の状態の時にデータを分析

して食事や運動などのサポート情報を提供するもので、

健康維持・増進のための製品やサービスのラインナップ

も充実させていきます。特に超高齢化に突入した社会

において大きな課題は、一人ひとりに寄り添った健康

サポートです。老化の不安に対するアドバイスなども重要

になってくるはずです。高齢者が可能な限り住み慣れた

地域で自分らしい暮らしを続けることができる地域包括

ケアシステムの実現に大きく寄与したいと考えています。

医療から未病の予防までカバーする
未来の実現へ向けて

モンゴルでの栽培地の様子

甘草の育成状況（2024年8月） 牧草栽培（圃場以外の活用）
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生産能力
85億錠

生産体制
140億錠
生産能力

105億錠

生産能力
110億錠

生産能力
115億錠

生産能力
120億錠

生産能力
140億錠

生産能力
75億錠

第1次成長期　創業〜 2001年度 第2次成長期　2002 〜 2020年度

第3次成長期 2021年度〜

2023年度
連結売上高

2,279億円

海外売上高

［ 連結売上高推移 ］

［ 生産体制 ］

［ 販売体制 ］

　当社は1951年に創業して以来、70年あまりにわたってジェネリック医薬品の研究開発・製造・販売に取り
組んできました。「安定供給」「品質確保」「情報提供」を充実しながら、「飲みやすく、扱いやすい」、工夫した医薬品
の研究開発に引き続き注力する一方で、世界中の患者様へ東和薬品グループの付加価値製剤を提供するための
体制づくりや、新しい医療体制に対応した健康関連事業の創出に取り組んでいます。

ジェネリック医薬品使用促進策に基づく取り組みの歴史

吉田逸郎が
代表取締役社長に就任

創業1951

付加価値製剤を上市2000

1996

中央研究所完成

1998

一般用医薬品（OTC）
販売開始1957

OTCから医療用医薬品の
製造販売へ転換1965

ジェイドルフ製薬（株）子会社化2003

東証一部上場2004

「RACTAB技術」
確立2004

大阪

岡山

山形

1977
大阪工場
完成 2013

大阪工場　
倉庫・試験エリア拡大

2012
西日本物流センター・
第二固形製剤棟稼働

2012
山形工場・東日本
物流センター稼働

（生産能力25億錠）

2024
第三固形
製剤棟稼働

2005
新大阪工場

（現大阪工場）完成
（生産能力25億錠）

2016 第二固形製剤棟増築

（生産能力25⇒35億錠）

2017 固形製剤棟の改築

（生産能力35⇒50億錠）

1981
大阪第二工場
完成

1983
岡山工場
完成 1995

包装棟
完成 1996

製剤棟
増築

1998
メクト（株） 
東北工場買収 2008

山形工場 
建設計画開始

東和式販売体制へ
営業所（2024年4月現在）　70拠点

2017年 広域卸2社との協業を開始

代理店（2024年4月現在）　28社57拠点
2011

東和式直販体制

2017
新東日本物流センター稼働（移転）
固形製剤棟改装・第二固形製剤棟稼働
固形製剤棟改築（生産能力25⇒30億錠） 第二固形製剤棟に

順次設備導入
（生産能力30⇒65億錠）

2018 ~  2022

会社の歴史 ※年表記は年度

ジェネリック医薬品数量シェア政府目標

2007
2012年度までに

30％以上

1961
国民皆保険制度の開始

2022 年度実績
80.7％

2021 年度実績
79.5％

2023 年度実績
82.7％

2013
2018年度末までに

60％以上

2017
2020年9月までに

80％以上

2015
2017年央に70％以上、2020年度末の

なるべく早い時期に80％以上

1993
「21世紀の医薬品の在り方に関する懇談会」最終報告

ジェネリック医薬品の「定義」と「意義」が初めて明示される

これまでのあゆみ

三生医薬（株）子会社化

2021

2022年4月に
東証プライム市場へ移行2022

大地化成（株）子会社化

2010

グリーンカプス製薬（株）設立

2016

Towa Pharma International 
Holdings, S.L. （スペイン）子会社化

2019
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東和薬品が応える社会課題1

ジェネリック医薬品で医療費の削減に貢献

RACTAB®技術 ARTICRE®技術
FINEST-Pow®

FINEST-Gran®

FINEST-Core®

日本の医療費問題とジェネリック医薬品の重要性 ジェネリック医薬品のさらなる品質向上と安定供給体制の強化

東和薬品の創薬イノベーション

ジェネリック医薬品の信頼回復と医療制度の持続可能性

　日本の医療費は高齢化の進行などにともない年々

増加しており、2021年度の時点で約45兆円に達し

ました。厚生労働省の試算では、2025年には60兆

円を超えると予測されています。増大する医療費は、

国民皆保険制度の持続可能性を脅かしており、解決

策が求められています。

　一方で、保険料や税金等を支える労働人口が減少

していることから、国民皆保険制度の前提が崩れ

かけています。医療費がこのまま試算通りに膨らみ

続けると、今まで当たり前に受けられた医療が受け

られなくなったり、窓口負担や税金が上がったりと

いう事態が想定されます。今後、国民皆保険制度を

維持していくため、医療費の増大に歯止めをかける

ことが欠かせません。

　こうした状況の中で、ジェネリック医薬品の役割は

ますます重要になっています。ジェネリック医薬品は、

先発医薬品と同等の効果を持ちながらも価格が低い

ことから、年間で約1.6兆円の医療費削減が可能

です。これは、患者さまが支払う薬代の軽減にもつな

がります。さらに、ジェネリック医薬品の普及は、医療

機関や薬局のコスト削減にも寄与し、ひいては医療

システム全体の効率化に貢献します。
根拠：https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/k-iryohi/21/dl/kekka.pdf

　東和薬品では、日本の医療費削減と持続可能な

医療制度の実現に貢献すべく、ジェネリック医薬品の

開発と提供に尽力しています。現在、さまざまな疾患

領域をカバーするため、700品目以上の医薬品を

ラインナップしています。

　製品開発においては、新薬と有効性・安全性が同等

であることはもちろん、最新の技術と設備で、製品の

価値を高める研究を行っています。また、改良・改善

を重ねた「東和品質」の製品を提供するため、製品の

品質向上や付加価値創造に取り組んでいます。

　そして、ジェネリック医薬品の安定供給を確保する

ため、原料調達から製造、在庫管理までを包括する

供給体制を整えています。当社では現在、大阪、岡山、

山形に生産拠点を設け、3工場合わせて年間140

億錠の生産が可能です。さらなる需要増に対応する

　東和薬品では、新薬と有効性・安全性が同等の

ジェネリック医薬品を製造するのに加えて、創薬に

ため、年間175億錠の生産能力に向けた増産体制

を構築中です。

　こうした生産体制のもとで途切れのない供給を

実現するための取り組みを強化し、医療機関や患者

さまに必要な医薬品を常に提供することを目指して

います。この供給体制の強化は、医療現場での信頼を

築き、患者さまの治療を支える基盤となっています。

おける技術革新を通じて、服用される患者さまの

目線に立った医薬品の開発に取り組んでいます。

　ジェネリック医薬品の重要性が増す中で、一部製薬

会社における、医薬品、とりわけジェネリック医薬品の

信頼を著しく失墜させた違法行為は誠に遺憾です。

ジェネリック医薬品に対する信頼の回復は、患者さま

が安心して治療を受けられる環境を整えるためにきわ

めて重要です。ジェネリック医薬品の品質や信頼性に

対する懸念が残っている現在、これを払拭するために

は、製造工程の厳格な管理と透明性の高い情報提供

が不可欠といえます。そして、患者さまが安心して

ジェネリック医薬品を選択できる環境を整えることが、

持続可能な医療制度の実現に向けた鍵となります。

増え続ける医療費をどうするQ ジェネリック医薬品
品質向上や付加価値創造に取り組む製品総合力No.1の製品づくりA

厚生労働省発表「平成27年度国民医療費の概況」
「第76回社会保障審議会　医療保険部会　資料」

2025（予測）2015201020052000199519901985

毎年約1兆円
ペースで増え続ける
医療費

薬の価格の比較（イメージ）

Ⅰ.  �コンプライアンス・ガバナンス・ 
リスクマネジメントの強化

Ⅱ.  品質を最優先する体制の強化

Ⅲ.  安定確保への取り組み

Ⅳ.  積極的な情報の提供と開示

Ⅴ.  �その他、協会活動の充実、 
国等との連携

新薬
（先発医薬品）

原料費・
企業運営費 研究・開発費

研究・
開発費

原料費・
企業運営費

ジェネリック
医薬品

生産品目

700以上

生産数量

（前年比5.7%増）
2024年3月期

136億錠

研究開発費

2024年3月期
132億円

設備投資額

2024年3月期
360億円

　溶けやすさと硬さという相反する

性質の両立を追求し、水なしでも飲め

るOD錠（口腔内崩壊錠）をつくるため

の、当社独自の技術です。高齢などで

飲みこむ力が弱い、もしくは水分摂取

を制限されている患者さまにも、飲み

やすいお薬をお届けしたい。また、

外出先などどこでも必要なときに水

なしでも飲めるお薬をつくりたい。こう

した願いから開発しました。

　服用時の苦味抑制や徐放性など、

さまざまな機能を機能性粒子に持た

せるためのコーティング技術です。

これによって苦味を感じにくくなり、

より飲みやすいお薬となるよう、苦味

を包み込む効果を発揮します。原薬の

苦味抑制をはじめ、徐放性や腸溶性、

分散性向上など持たせたい機能に

合わせて、3種類のコーティング技術

を生み出しました。

　規則正しく並んでいる原薬の原子

を、不規則に並んだ状態あるいは分散

させて、薬の溶解性を向上させる技術

です。安定性の低いものや溶けにくい

原薬がある中で、原薬を担体となる

ポリマーなどの水 溶 性 高 分 子中に

分散。これにより、原薬は担体にからめ

とられることで安定性が改善。また、

原薬の結晶の状態が変化、あるいは

分散するため溶けやすくなります。
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東和薬品が応える社会課題2

健康寿命の延伸と疾病予防に貢献

知る

測る

治療支援

コミュニケー
ション・見守り

運動

睡眠

癒し・学ぶ・遊び

リハビリ・介護

病気

未病

健康

リハビリ・介護

病気

未病

健康

健康

未病

病気

リハビリ・介護

健康

未病

病気

リハビリ・介護

東和薬品の
製品・サービス

介護商品
・サービス

食

　超高齢化社会を迎えている日本では、人生100年

時代に向けた健康寿命の延伸が重要な課題となって

います。健康寿命とは、WHO（世界保健機関）が

2000年に提唱したものです。従来、0歳児が何年

生きられるかを表した平均寿命が重視されてきま

したが、近年、健康に生活できる期間である健康

寿命が注目されています。健康寿命の延伸に向け

ては、疾病を予防し、健康で活動的な毎日を過ごす

ことが大切といえます。また、医療費の抑制という

観点からも健康寿命の延伸が欠かせないものと

なっています。

　 東 和 薬 品が目指すのは、「 人 生 1 0 0 年 時 代に

向けた総合ヘルスケアカンパニー」として健康寿命

の延伸に寄与することです。ジェネリック医薬品の

製造販売にとどまらず、ヘルスケアに関連するあら

ゆる製品・サービスを通じて、最適なソリューション

の提供に努めています。

　具体的な取り組みである健康関連事業の展開

では、健康状態ごとの課題を解決するため、「健康」

「未病」「病気」「リハビリ・介護」の4つに健康状態

を分類。そして、当社が重点領域として定める９つ

の取り組み領域と4つの健康状態を組み合わせ、

幅広い製品・サービスを提供しています。さらに、

多様化する地域社会の課題解決を通じて、地域で

暮らす全ての人に必要とされる企業を目指して、

地域とともに育む健康共創フィールドを展開。人と

地域をつなげるコーディネーター役として、健康

関連事業に積極的に取り組んでいきます。

進行する超高齢化社会
健康関連事業
ヘルスケアに関連する製品・サービスを通じて、最適な
ソリューションを提供していきます。

Q A

健康寿命の延伸と疾病の予防

生 活 者 個 人に紐づく健 康・医 療 情 報を

PHR（Personal Health Record）として

管 理し、医 療 従 事 者や家 族と双 方 向に

共有することで、適切な医療の提供と健康

増進を可能とするクラウド型PHR基盤

サービスです。

ヘルスケアパスポート

VRと視線追跡技術を組み合わせた認知

機能テストサービスです。「神経心理学的

検査」をベースに5つの領域（記憶・注意・

言語・計算・空間認識）より出題され、正解

を見つめるだけで認知機能を5分で評価

します。

認知機能セルフチェッカー

第1類医薬品の発毛剤です。髪のお悩みを

意識し始めた方にも手に取ってもらいやす

いよう、生活に自然と溶け込むデザインに

こだわりました。発毛成分ミノキシジルに

4つの成分※をプラスした複合剤タイプです。
※�パントテニールエチルエーテル、ピリドキシン塩酸塩、

トコフェロール酢酸エステル、ℓ-メントール

Minoプラス

三重県多気町の特産品である前川次郎柿

を使用し、スパイシーな辛味の中にもまろ

やかなコクと甘みが味わえます。1食あたり、

塩分が1.2g、原材料のサバ由来のDHA・

EPAが合計320mg含まれています。
※一般財団法人日本食品分析センター調べ

サバローサカレー
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売上高 CO2排出量営業利益 用水使用量親会社株主に帰属する 
当期純利益

エネルギー使用量

純資産 廃棄物排出量総資産 女性管理職比率ROE 新卒採用者における
女性比率

1株当たり当期純利益 有給休暇取得率1株当たり純資産 3年以内離職率配当性向 医療費節減額

百万円227,934 t-CO283,274

百万円155,893 t5,912

円328.59 %70.8

百万円17,647 ㎥733,401

百万円430,653 %14.8

円3,167.27 %7.32

百万円16,173 kl40,448

%11.0 %44.3

%18.3 百万円250,970

注）�2023年3月期は、連結子会社9社の決算期変更の経過期間となり、当該連結子会社は15ヵ月（2022年1月1日〜2023年3月31日）を連結対象期間とした変則決算となっております。�
2023年3月期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2022年3月期に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

■CO2 排出量　-●- CO2 排出量 原単位
※2020 ～2022年は東和薬品3工場
※単体売上百万円当たり

■ 廃棄物排出量　-●- 廃棄物排出量 原単位
※2020 ～2022年は東和薬品3工場
※単体売上百万円当たり

※東和薬品単体

■ 用水使用量　-●- 用水使用量 原単位
※2020 ～2022年は東和薬品3工場
※単体売上百万円当たり

※東和薬品単体
※2020～2021年は4/1時点

※東和薬品単体　新卒のみ

■ エネルギー使用量　-●- エネルギー使用量 原単位
※2020 ～2022年は東和薬品3工場
※単体売上百万円当たり

※東和薬品単体

※東和薬品単体
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